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●進捗状況（平成１５年１２月～平成１７年１月２２日）

○住民対話集会・調査検討内容説明会
丹生ダムでは住民対話集会を2段階実施した。
第１段階では、「丹生ダムについての調査検討項目を整理すること（住民どうしによる対話
討論）」を目的とし、平成15年11月～平成16年4月に4回実施した。第１～３回では、丹生ダム
について住民同士で、率直な意見交換を実施した(住民が知りたいと考える調査検討項目の
意見聴取)。第４回では、河川管理者が丹生ダムについての調査検討項目を整理し、討論参
加者に確認、丹生ダムに関する調査検討項目づくりを行った。
つぎに、整理できている調査検討内容を住民の皆様へ報告し理解していただくことを目的
に、丹生ダムについての調査検討内容の説明会を平成16年7月～8月に2回実施した。
第2段階については、丹生ダム計画推進の是非を住民の視点で議論することを目的とし、
丹生ダムについての調査検討内容を踏まえた討論を3回実施した。

各集会、説明会の議事等についてはHP http://www.biwakokasen.go.jp/dam/damsearch/
niu/index.html を参照。
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●委員会等からの意見
（「事業中のダムについての意見書」平成17年1月22日）

丹生ダムの建設は、ダム周辺の豊かな自然環境を破壊するばかりでなく、河川水のダム貯

留による水温・水質の変化が短期的・長期的に姉川・高時川水系および世界的な古代湖で

ある琵琶湖生態系の構造と機能に重大な負の影響をおよぼす恐れがある。とくに本来速や

かに下流の琵琶湖へ流入するはずの融雪水をダムに貯留することによる深層水の低酸素化

の促進、ダムで富栄養化した水を流すことによる水質への影響、微細砂の運搬による湖底

の泥質化などが懸念される。丹生ダムが建設されると、琵琶湖の生態系に対し重大で回復

不可能な影響を及ぼす恐れがあるとすでに繰り返し指摘してきたが、河川管理者が示した調

査・検討内容では、既存ダムが琵琶湖環境に及ぼした影響についても不明であり、これらの

懸念を払拭することは到底できない。

したがって、丹生ダムについては、ダム本体工事の中断を継続したまま琵琶湖の環境への

影響ならびに姉川・高時川の河道改修についての調査・検討をより詳細に行い、自然環境の

保全・回復の視点に立って、ダム建設の方針について可及的速やかに結論を出す必要があ

る。なお、琵琶湖の環境への影響については「予防原則」に立脚した取扱いが必要である。
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●進捗状況（平成１７年１月２２日～平成１７年１２月２２日）

平成１７年７月１日に「５ダムの方針」および「淀川水系５ダムについて（調査検討のとりまと

め）」を発表。また、同日に「丹生ダム建設に伴う自然環境への影響について」を、7月21日に

は「丹生ダムの調査検討（とりまとめ）」を公表。

【淀川水系5ダムについての方針】（平成17年7月1日）

○丹生ダム

・調査検討の結果、利水者である大阪府（上水）、京都府（上水）及び阪神水道企業団（上

水）は全量撤退の見込みである。

・一方、丹生ダムによる高時川・姉川の洪水調節や淀川の異常渇水対策の必要性に変わ

りはなく、緊急性も高い。

・したがって、丹生ダム事業は以下の目的及び考え方にもとづき実施する。

①高時川・姉川の洪水調節

②琵琶湖周辺の洪水防御及び下流淀川の洪水調節。ただし、これは琵琶湖周辺の治

水面でのリスクを増大させないように、丹生ダムに琵琶湖周辺の洪水防御及び下流淀川の

洪水調節のための容量を確保するとともに瀬田川改修をあわせて実施し、丹生ダムで予定

していた異常渇水時の緊急水の補給のための容量を琵琶湖で確保するものである。また、こ

れは琵琶湖水位低下抑制対策として寄与する。

・なお、丹生ダム事業で予定していた高時川・姉川の瀬切れ対策については、別途（ダム事

業とは別に）琵琶湖からの逆送水による補給で対応する方向で今後関係者と調整する。

図 １ 新たなダム方針における瀬田川改修、渇水対策容量及び丹生ダム容量のイメージ
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●委員会等からの意見
（「淀川水系5ダムの調査検討についての意見」平成17年12月）

現時点では、ダムの詳細な規模や構造についてはなんら発表されていない。これらについ

ては慎重な検討が必要であり、それに時間を要することは理解できるが、概要すら示し得て

いないことはきわめて遺憾といわざるを得ない。丹生ダム計画が地域に及ぼす社会的影響

をよく認識し、可及的速やかに具体案を示すべきである。

●進捗状況（平成１７年１２月２２日～）

現在は関係者との調整を行っている。

なお、７月以降に地元への説明等を行った回数は以下のとおり。（3月22日時点）

地元首長・ダム対策委員会等への説明：5回

その他、余呉町での担当者打合せ等：11回

●今後の見通し等

平成17年7月1日に公表した「淀川水系5ダムについての方針」について、各方面から意見を

伺いながら、関係者との調整を行っており、これを経て、ダムの規模・構造・運用を含む計画

内容を早急に確定させ、その後、河川整備計画に反映させる。


